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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ５ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 4 月 2 2 日 ( 2 0 2 5 . 4 . 2 2 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 2 0 7 1 7 2
【 公 表 番 号 】 特 表 2 0 2 4 - 5 1 1 7 7 0 ( P 2 0 2 4 - 5 1 1 7 7 0 A )
【 公 表 日 】 令 和 6 年 3 月 1 5 日 ( 2 0 2 4 . 3 . 1 5 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 4 - 0 4 9
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 5 7 7 4 3 ( P 2 0 2 3 - 5 5 7 7 4 3 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｂ ６ ０ Ｔ 8 / 1 7 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ６ ２ Ｌ 3 / 0 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｂ ６ ０ Ｔ 8 / 1 7 6 　 　 　 Ｚ 　 　 　
　 Ｂ ６ ２ Ｌ 3 / 0 8 　 　 　 　 　 　 　
　
【 誤 訳 訂 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 4 月 1 4 日 ( 2 0 2 5 . 4 . 1 4 )
【 誤 訳 訂 正 １ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 筋 力 お よ び ／ ま た は 電 動 機 に よ り 駆 動 可 能 な 車 両 （ １ ０ ） 用 の 液 圧 式 の ブ レ ー キ 装 置 （  
２ ） の た め の ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置 に お い て 、
　 前 記 ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置 （ １ ） が 、
　 第 １ の ピ ス ト ン （ ４ ） を 備 え た セ ン サ （ ３ ） と 、
　 第 ２ の ピ ス ト ン （ ６ ） お よ び プ レ テ ン シ ョ ン 部 材 （ ７ ） を 備 え た 補 正 容 積 部 （ ５ ） と 、
　 ２ ポ ー ト ２ 位 置 方 向 制 御 弁 （ ８ ） と 、
　 ブ レ ー キ ピ ス ト ン （ ９ ） と 、
ス ピ ン ド ル 駆 動 装 置 （ １ ２ ） を 備 え た 電 動 機 を 含 有 す る ア ク チ ュ エ ー タ （ １ １ ） と 、 を 含  
有 し て お り 、
　 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン 部 材 （ ７ ） は 、 前 記 ス ピ ン ド ル 駆 動 装 置 （ １ ２ ） の 外 周 を 覆 い 、 前  
記 第 ２ の ピ ス ト ン （ ６ ） に 、 お よ び ひ い て は 前 記 ブ レ ー キ 装 置 （ ２ ） の 作 動 液 に 圧 力 を 加  
え る よ う に 設 計 さ れ て お り 、
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ １ １ ） は 、 前 記 第 ２ の ピ ス ト ン （ ６ ） を 選 択 的 に 、 第 １ の 方 向 ま  
た は 、 第 １ の 方 向 と は 逆 方 向 の 第 ２ の 方 向 に 移 動 さ せ る よ う に 設 計 さ れ て い る 、
　 液 圧 式 の ブ レ ー キ 装 置 の た め の ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 セ ン サ （ ３ ） が ハ ン ド レ バ ー を 含 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置  
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ブ レ ー キ ピ ス ト ン （ ９ ） と 前 記 補 正 容 積 部 （ ５ ） と の 間 に 吐 出 バ ル ブ （ １ ３ ） が 設  
け ら れ て お り 、 さ ら に 、
　 一 方 で は 前 記 吐 出 バ ル ブ （ １ ３ ） と 前 記 補 正 容 積 部 （ ５ ） と の 間 、 他 方 で は 前 記 セ ン サ  
（ ３ ） と 前 記 ２ ポ ー ト ２ 位 置 方 向 制 御 弁 （ ８ ） と の 間 に 逆 止 弁 （ １ ４ ） が 設 け ら れ て い る  
、
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置 。
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【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ブ レ ー キ ピ ス ト ン （ ９ ） と 前 記 補 正 容 積 部 （ ５ ） と の 間 に 吐 出 バ ル ブ （ １ ３ ） が 設  
け ら れ て お り 、 さ ら に 、
　 一 方 で は 前 記 吐 出 バ ル ブ （ １ ３ ） と 前 記 補 正 容 積 部 （ ５ ） と の 間 、 他 方 で は 前 記 ２ ポ ー  
ト ２ 位 置 方 向 制 御 弁 （ ８ ） と 前 記 ブ レ ー キ ピ ス ト ン （ ９ ） と の 間 に 逆 止 弁 （ １ ４ ） が 設 け  
ら れ て い る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ア ク チ ュ エ ー タ （ １ １ ） と 前 記 第 ２ の ピ ス ト ン （ ６ ） と の 間 に 選 択 的 に 分 離 可 能 な  
接 続 部 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ブ レ ー キ ア シ ス ト  
装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン 部 材 （ ７ ） が 、 少 な く と も ４ ０ Ｂ ａ ｒ の 液 圧 を 発 生 さ せ る た め に 設  
計 さ れ て い る 、 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 プ レ テ ン シ ョ ン 部 材 （ ７ ） が コ イ ル ば ね を 含 有 し て い る 、 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い  
ず れ か １ 項 に 記 載 の ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 筋 力 お よ び ／ ま た は 電 動 機 に よ り 駆 動 可 能 な 車 両 （ １ ０ ） 、 特 に Ｅ － バ イ ク ま た は ペ デ  
レ ッ ク に お い て 、 前 記 筋 力 お よ び ／ ま た は 電 動 機 に よ り 駆 動 可 能 な 車 両 （ １ ０ ） 、 特 に Ｅ  
－ バ イ ク ま た は ペ デ レ ッ ク が 、 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ブ レ ー キ ア シ  
ス ト 装 置 （ １ ） を 含 有 し て い る 、 筋 力 お よ び ／ ま た は 電 動 機 に よ り 駆 動 可 能 な 車 両 （ １ ０  
） 。
【 誤 訳 訂 正 ２ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 プ レ テ ン シ ョ ン 部 材 は コ イ ル ば ね を 有 し て い て よ い 。 言 い 換 え れ ば 、 第 ２ の ピ ス ト ン は
コ イ ル ば ね に よ っ て 作 動 液 に 向 か う 方 向 に 押 圧 さ れ る 。 分 離 可 能 な 接 続 部 の 場 合 、 コ イ ル
ば ね は 、 一 方 で は 第 ２ の ピ ス ト ン 、 他 方 で は ア ク チ ュ エ ー タ に 配 置 さ れ て い て 、 そ れ に よ  
っ て 、 ア ク チ ュ エ ー タ が 第 ２ の ピ ス ト ン を コ イ ル ば ね に よ っ て 液 圧 シ ス テ ム か ら 引 き 抜 こ  
う と す る と き に 、 オ プ シ ョ ン 的 に 引 張 力 も 加 え る 。
【 誤 訳 訂 正 ３ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 第 １ の 運 転 状 態 に お け る 、 従 来 技 術 に 従 っ て 構 成 さ れ た 、 液 圧 式 の ブ レ ー キ 装  
置 ２ の た め の ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置 １ を 示 す 。 こ こ で は 、 吐 出 バ ル ブ １ ３ を 介 し て 、 お よ  
び 場 合 に よ っ て は 補 正 容 積 部 ５ 内 に 中 間 貯 蔵 さ れ た 作 動 液 を 、 逆 止 弁 １ ４ を 介 し て 新 た に  
セ ン サ ３ に 若 し く は 第 １ の ピ ス ト ン ４ お よ び ２ ポ ー ト ２ 位 置 方 向 制 御 弁 ８ に 提 供 す る た め  
に 、 ポ ン プ １ ９ が 使 用 さ れ る 。 補 正 容 積 部 ５ は 、 図 示 の 運 転 状 態 で は ほ ぼ 残 り が 空 に さ れ  
て い る 。 コ イ ル ば ね ７ と し て の プ レ テ ン シ ョ ン 部 材 は 、 比 較 的 空 の 補 正 容 積 部 ５ に 基 づ い  
て 応 力 除 去 さ れ て い る 。
【 誤 訳 訂 正 ４ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ６
【 訂 正 方 法 】 変 更
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【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ は 、 補 正 容 積 部 ５ が ほ ぼ 完 全 に 充 填 さ れ て い る 、 図 ２ に 示 さ れ た 状 況 を 示 す 。 液 圧  
ホ ー ス １ ６ は 、 ２ ポ ー ト ２ 位 置 方 向 制 御 弁 ８ と 吐 出 バ ル ブ １ ３ と の 間 の 回 路 を 閉 鎖 す る か  
、 若 し く は ブ レ ー キ ピ ス ト ン ９ を 液 圧 回 路 に 接 続 す る 。 コ イ ル ば ね と し て の プ レ テ ン シ ョ  
ン 部 材 ７ は 、 充 填 さ れ た 補 正 容 積 部 ５ に 基 づ い て 強 く 圧 縮 さ れ る 。
【 誤 訳 訂 正 ５ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ は 、 液 圧 式 の ブ レ ー キ 装 置 ２ の た め の 本 発 明 に よ る ブ レ ー キ ア シ ス ト 装 置 １ の 第 １  
実 施 例 を 示 す 。 セ ン サ の ハ ン ド レ バ ー ３ お よ び 第 １ の ピ ス ト ン ４ を 介 し て 、 作 動 液 は 、 制  
御 信 号 に 依 存 し て ２ ポ ー ト ２ 位 置 方 向 制 御 弁 ８ を 通 っ て 液 圧 ホ ー ス １ ６ を 介 し て ブ レ ー キ  
ピ ス ト ン ９ に 向 か っ て 流 れ る 。 補 正 容 積 部 ５ は 、 流 出 す る 作 動 液 を 中 間 貯 蔵 す る た め に 設  
け ら れ て い る 。 作 業 点 若 し く は 液 圧 は 、 コ イ ル ば ね と し て の プ レ テ ン シ ョ ン 部 材 ７ を 介 し  
て 調 整 さ れ る 。 ス ピ ン ド ル モ ー タ １ １ と し て の ア ク チ ュ エ ー タ は 、 （ 図 示 し て い な い ） 分  
離 可 能 な 接 続 部 を 介 し て 第 ２ の ピ ス ト ン ６ に 連 動 接 続 し て い る 。 そ れ に よ っ て 、 ス ピ ン ド  
ル モ ー タ １ １ は 、 引 張 力 お よ び 圧 縮 力 を 第 ２ の ピ ス ト ン ６ に 作 用 さ せ る こ と が で き る 。
【 誤 訳 訂 正 ６ 】
【 訂 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 訂 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ １
【 訂 正 方 法 】 変 更
【 訂 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ８ は 、 ス ピ ン ド ル 駆 動 装 置 １ ２ を 有 す る ア ク チ ュ エ ー タ １ １ の 断 面 詳 細 図 を 示 す 。 ス  
ピ ン ド ル 駆 動 装 置 １ ２ は 、 選 択 的 に 分 離 可 能 な 接 続 部 １ ５ を 介 し て 、 第 ２ の ピ ス ト ン ６ に  
連 結 さ れ て い る 。 ス ピ ン ド ル 駆 動 装 置 １ ２ を 第 ２ の ピ ス ト ン ６ に 押 し 付 け る と 、 ス ピ ン ド  
ル 駆 動 装 置 １ ２ の 位 置 お よ び 第 ２ の ピ ス ト ン ６ の 位 置 は 、 互 い に 直 接 的 に 連 結 さ れ る 。 ス  
ピ ン ド ル 駆 動 装 置 １ ２ が 第 ２ の ピ ス ト ン ６ か ら 離 れ る と 、 ス ピ ン ド ル 駆 動 装 置 １ ２ と ピ ス  
ト ン ６ と は コ イ ル ば ね ７ だ け を 介 し て 互 い に 連 結 さ れ て い る 。 こ の た め に ア ク チ ュ エ ー タ  
１ １ は 大 き い ば ね ７ を ば ね 受 け ２ １ お よ び ス ピ ン ド ル １ ２ に よ っ て 圧 縮 で き る 。 小 さ い ピ  
ス ト ン ６ は 、 別 の 小 さ い ば ね ２ ２ を 有 し て い て 、 ば ね 受 け ２ １ と 堅 固 な 接 続 に 接 続 さ れ て  
い な い 。 ば ね 受 け ２ １ お よ び ス ピ ン ド ル １ ２ が 上 方 へ 移 動 す る と 、 小 さ い ピ ス ト ン ６ を 上  
方 へ 押 し や る 。 ば ね 受 け ２ １ お よ び ス ピ ン ド ル １ ２ が 下 方 へ 移 動 す る と 、 液 圧 力 が ピ ス ト  
ン ６ を 下 方 へ 移 動 さ せ る 。 ブ レ ー キ 管 路 内 に 圧 力 が 存 在 し な け れ ば 、 ピ ス ト ン ６ は 下 方 へ  
移 動 す る こ と は な く 、 ピ ス ト ン と ス ピ ン ド ル １ ２ ／ ば ね 受 け ２ １ と の 間 の 接 続 部 は 開 放 す  
る 。
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